
令和５年度 知的障害関係施設中堅職員研修会開催要綱 

１． 研修の主旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．主 催  鹿児島県知的障害者福祉協会 

 

３．共 催  さくらじま知的障害児者生活サポート協会 

 

４．期 日  令和５年１０月２日（月） 

 

５．会 場  鹿児島サンロイヤルホテル １階 エトワールの間 

 鹿児島市与次郎１丁目８－１０ TEL099-253-2020 

 

６．参加者  鹿児島県内の知的障害関係施設に勤務する中堅職員 

       （目安として、自施設での経験が 3 年以上の職員） 

 

７．定 員  約１００名（定員に達し次第、申込期限を問わず締切らせていただきます。） 

 

８．研修プログラム【研修プログラムは都合により変更することがありますのでご了承ください】 

９：００～１０：００ 受付 

１０：００～１０：１０ 開会あいさつ 鹿児島県知的障害者福祉協会会長 水流純大 

１０：１０～１２：００ ＜研修Ⅰ＞「対話力（きく力）の強化」 

１２：００～１３：００ 昼食・休憩 

１３：００～１４：３０ ＜研修Ⅱ＞「対話力（伝える力）の強化」 

１４：３０～１４：４５ 休憩 

１４：４５～１６：００ ＜研修Ⅲ＞「対話実践と強化ポイントの抽出」 

 

講師：合同会社 HRC 代表 井上 千春氏 

（プロフィール等については添付ファイルにてご確認ください。） 

                     

９．参加費について（お一人様） 

  ・福祉協会会員施設          ２，０００円 

  ・さくらじまサポート協会加入施設   ３，０００円 

  ・会員外施設・事業所         ５，０００円 

  ・昼食（お弁当）希望者のみ        ８００円 

 

 今回の中堅職員研修のテーマは昨年度に引き続き「対話力の向上」です。昨年度、受講

された皆様より「わかりやすく楽しく学べた」という声が多かったため、同テーマで企画

いたしました。 

対話とは、異なる立場や価値観を持つ他者と、互いに理解を深め合うコミュニケーション

です。特に、私たちが働く障害福祉の分野は、「正解」がない中で、利用者を中心におき、

対話を重ねることで、思いに寄り添った支援が実現できると考えています。 

また、対話力は、人と協働する上で必要不可欠ですが、対話のポイントを学ぶことや、日

常の中で自身の対話の特徴を振返る機会は少ないのではないでしょうか。 

今回の研修では、「きく力」「伝える力」のポイントをお伝えし、ディスカッションやロー

プレ等の実践練習を通じて、相手の真の思いを引き出したり、自分の真意を相手に上手に

伝えるなど、現場で使える対話力を一緒に身につけていきます。 

多くの施設から対話力を高めたい「中堅職員」の皆様のご参加をお待ちしております 

 



 

１１．参加申込み方法について 

   別紙様式に必要事項を記入のうえ、メールもしくは FAXにてお申込み下さい。 

   送信後、必ず FAX到達の確認をお願いいたします。 

 

１２．費用の支払いについて 

  下記の期日までに下記口座へお振込み下さい。 

   鹿児島信用金庫 郡元支店 普通口座 ５６０９７５１ 

   鹿児島県知的障害者福祉協会 会長 水流 純大（つる すみひろ） 

   鹿児島市鴨池新町１－７ TEL 099-256-6796 

 

   ※「振込人」には  のみご記入下さい。 

 

・記入例････障害者支援施設○○○ → 振込人 ○○○ 

          障害者支援センター△△△ → 振込人 △△△ 

    

・参加申込・お支払期限 ：令和５年９月２５日（月） 

 

 

※この件についてのお問合せ先 

 鹿児島県知的障害者福祉協会事務局・朝田 TEL099-256-6796 

  

 

  

施設名 


